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本事例報告書を読ませていただき、全体の流れから受けた印象は、うまくいっているという感
覚でした。
大人であれ子供であれ、治療関係での大切なポイントは、ラホール形成に加え、治療者がいか
に対象に関わっていくのかという関係性の構築ということにあると考えます。特に子供とのプレ
イ展開は、成人のように言葉を媒介にして関係性が成立するのではなく、遊戯を媒介として成立
します。遊戯はドイツの哲学者オイゲン・フィンクが 匚遊戯の存在論」の中で 匚人間の生存の構
造に、非常に重要な意味を持っている」と記しているように、遊ぶという行為は、人が成長して
いく上で大変重要な要素を持ちます。
プレイセラピーは、クライエントの自然治癒力を引き出しやすいという利点があります。また、
同時に治療者とクライエントの相互の関係性が如実に現れ、治療者の対応が大きく問われる訳で
すが、その意味では、今回の治療者（以後Th ）のクライエント（以後女児Ａ）に関わる姿勢（以
後治療者姿勢）は、的を射たものであったと思われます。
Th との関わりがうまく作用し、以後の展開を容易にしたのでしょう。女児Ａとは最初の出会
いから、Th への接近が容易に行われ、 ボール遊びやボーリングなど、相互関係の基本をなすで
あろうプレイに向かうことが出来ました。 Thが 匚二人で遊んでいる感覚を持った」と記してい
ますが、その感覚を持てたことは、関係性の構築という面で、大変大きな意味があると思います。
また、Th が女児Ａに対して 匚肯定的な感情を持つことが大切なこと」と考慮しながら、関わりを
持とうとした旨を考察していますが、これは先ほど記した、治療者姿勢としての大切な基本の一
つです。これは６月第４週目の、女児Ａが頑張ろうとする姿に反映されているとも考えられます。
７月第２週目で、両親は女児Ａを特別支援学級に入れることを決断しました。夫婦の意見が一致
したことは、センター来談時にかなり不安を抱えていた母親のこころを安定へと向かわせたので
しょう。この母親自身の安定は、女児Ａには大きな力となったに違いありません。子供にとって
母親の安定は何にもまして重要なことだからです。その後の女児Ａは大きな成長へとつながり、
10月第１週目では 匚お相撲さんやろ」とTh を誘い、バランスボールを二人でぶつけ合うという、
相互関係強化の遊びへと拡大したこと。最後は自ら 匚片付けよう」と発言して自分から退室した
ことは、自らが判断し、決めていくという、人間としての成長の証しと読み取れることが出来、
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人と人との関わりの変化を象徴的に表しているように思います。同時にそれは、女児Ａの自然治
癒力が強化されたことの表れともいえます。 Thの関わりは、女児Ａの自然治癒力を引き出すこ
とに、つながったと言えるでしょう。 Thが考察で、女児Ａが言葉を使い分ける折に 匚肌で感じ
た自立の芽生えは何とも表現しがたいものであった」と記していますが、肌で感じることが出来
た、その実感を持ちえたことはTh にとって大変大きな収穫であったように思います。多分、女
児Ａも何らかの実感を持ちえたと推察します。何故なら、人間にとって実感は、“こど を成し
えていこうとする自立の原動力だからです。
「治療者姿勢」について
ここで、少し治療者姿勢について述べたいと思います。
最初に書きましたが、被治療者、治療者、相互の関係性が治療場面でどのように構築されるか
が、その後の治療展開に大きく影響します。
被治療者、治療者間で何か起こっているのか、ということを治療者がどれだけ的確に認識出来
ているか、そのことにより、治療関係の質が変化し、さらなる深化につながることになるからで
す。治療者姿勢が大きく作用し、その深化の度合いによって、被治療者が良き方向に向かうのか、
それとも悪しさ方向に向かうのかが定まります。
治療場面に関わっている治療者は 匚いまここ」で治療者として関わっている自分の内に起こっ
ている 匚感覚一感じ、思い」に敏感でなくてはなりません。匚今、自分はどういう感じを持った
のだろう」匚今、二人の開で何か起こっているのだろう」と、常に自分への問いかけを避けるこ
とは出来ないのです。
治療とは、治療関係において、被治療者が保持しているであろう自然治癒力を、治療者がどれ
だけ引き出せるかということであり、そのためにどのように関わっていくのかという治療者姿勢
が、ここでも大変重要なポイントになってくるわけです。だから本来、治療者は被治療者を前に
して 匚どうにかしてやろう」という思いを持つことよりも、被治療者の自然治癒力が動き出すま
で待つべきなのです。同時に、治療者は関係の中で、何か起こっているのかを認識しつつ 匚こう
いうことが起こっているよ」と被治療者に提示することが主たる役目となってくるのです。
今回この事例報告を一つの取っ掛かりとして、本事例の報告者には、今まで記してきた治療者
姿勢の視点を磨く努力と、さらなる飛躍を願いつつ、このささやかな感想を終えたいと思います。
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